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いばら農園
（京都府八幡市）

■ 連絡先
電話： 075-981-3416 
FAX：075-981-3416  
E-mail：ibara_nouen@nike.eonet.ne.jp

■ 生産データ

品　目
面　
積

出荷時期
栽培期間中の
化学肥料・ 
化学農薬の低減

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

特
別
栽
培

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

京
都
こ
だ
わ
り
農
法

環
境
直
払

Ｇ
Ａ
Ｐ

水稲 274a 通年 不使用 ○

■ こだわりポイント
・�農薬はもちろん、肥料も使ってい

ません（無施肥）！

・�植物は本来エチレンというホルモ
ンを持っていて病気や虫がつくの
をふせいでいるが、肥料を入れる
ことによってエチレンが少なく
なって、病気や虫がつきやすくな
るそうです。

・�収量は落ちますが、病気や虫を寄
せ付けない稲から実った天然米で
す。

・�収量は負けますが、根の長さは負
けません！

肥料も農薬も使っていない
ので天然の活力のあるお米
です！

慣行栽培に比べて、長い根
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かみむら農園
（京都府八幡市）

■ 連絡先
電話： 090-7361-4581 
E-mail：kamimuranouen@gmail.com 
web：かみむら農園（FACEBOOK）

■ 生産データ

品　目
面　
積

出荷時期
栽培期間中の
化学肥料・ 
化学農薬の低減

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

特
別
栽
培

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

京
都
こ
だ
わ
り
農
法

環
境
直
払

Ｇ
Ａ
Ｐ

大根 10a 12月頃 不使用 ○ ○

ほうれん草 40a 11月～2月 不使用 ○ ○

露地トマト 
（大玉） 20a 7月 不使用 ○ ○

オクラ 5a 7月～9月 不使用 ○ ○

イチゴ 2a 2月～5月 不使用

■ こだわりポイント
・�こだわり豆腐屋から排出され、これまで未活用だったオカラを頂き、自分の

畑にて米ぬかなどと発酵させて使っています。

・�その他の肥料は山城産の竹パウダーや、圧搾油かす等植物系有機肥料のみを
使用して野菜を作っています。

・�「オーガニックエコフェスタ 2017 in 徳島」栄養価コンテスト大根部門最優
秀（日本一）：日本農業新聞掲載

・�京都新聞山城版「瞳」に「植物系肥料による農法で有機 JAS 認定の野菜を
つくる農家」として掲載（平成 29 年 8 月 7 日）

八幡市初の有機JAS取得
農家です。
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京都辻農園
（京都府八幡市）

■ 連絡先
電話： 075-950-8811 
FAX：075-950-8872 
E-mail：non77777@gmail.com 
web：https://kyoto-t.net

■ 生産データ

品　目
面　
積

出荷時期
栽培期間中の
化学肥料・ 
化学農薬の低減

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ

特
別
栽
培

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

京
都
こ
だ
わ
り
農
法

環
境
直
払

Ｇ
Ａ
Ｐ

米 500a 通年 不使用～５割減 ○ ○ ○
筍 40a 3月～5月 不使用 ○ ○ ○

■ こだわりポイント
・�京のプレミアム米コンテスト　金賞
・�米の味の全国コンクール『お米番付』2016,2017 ２年連続最優秀賞受賞。
・�日本農業新聞、全国農業新聞、京都新聞、KSB 京都、朝日放送、等メディ

ア紹介多数。

・�『鴨に選ばれし田』人為的なカルガモ農法ではなく、田に空けた大きな隙間
にいつも自然に天然の鴨が群れを成してくれていることからも、生き物との
共存が保たれた良好な自然環境を確認できます。

・�その他、書ききれない無数のこだわりはＨＰで御確認を！

環境にやさしいだけじゃない、
美味しい米・筍を作っています！
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web：http://asadatyauen.co.jp



● 京都府有機農業アドバイザー
● H25京都府環境にやさしい農業推進コンクール優秀賞
● 有機 JAS に基づいた有機栽培により茶を生産し、国内
だけでなく、アジアや欧米にも輸出しています。

● 自社工場にて製茶を行う一貫体制を整え、異物除去機、
金属探知機を導入し、より安全性を高めています。

● ドイツハンブルグ公共放送（NDR）がドキュメンタリー
番組の制作のため、茶収穫や手作業の草取り作業を取
材しました。

● 圧搾ナタネ油粕やゴマ粕などを活用した肥料を春と秋
の年２回施肥しています。

● 天敵（クモなど）を活用した害虫防除、除草は全て人力で行っています。





web：http://kiyomon.com






